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<第 8章>  

p.299, L.10 [誤] (𝑽𝒐𝒖𝒕 − 𝑽𝒙)𝑪𝟐𝒔 = (𝑽𝒙 − 𝑽𝒊𝒏)𝑪𝟏𝒔  

 [正] (𝑽𝒐𝒖𝒕 − 𝑽𝒙)𝑪𝟐𝒔 = (𝑽𝒙 − 𝑽𝒊𝒏)𝑪𝟏𝒔 

  

P305, L.20 [誤] 従属 

 [正] 縦続 

  

p.306, L.2 [誤] 従属 

 [正] 縦続 

  

p.315, L.11,17,18 [誤] 𝒓𝒐𝟐 ∥ 𝒓𝒐𝟒 

 [正] (𝒓𝒐𝟐 ∥ 𝒓𝒐𝟒) 

  

p.318, 図 8.25 [誤] 𝑰𝒐𝒖𝒕 ↑(上向き矢印) 

 [正] 𝑰𝒐𝒖𝒕 ↓(下向き矢印) 

  

p.318, 図 8.25 [誤] 「フィードフォワードアンプ」が左詰め 

 [正] 「フィードフォワードアンプ」が中央 

  

p.325, L.1 [誤] 𝑨𝟏 

 [正] 𝑨 

  

p.326, 図 8.36 [誤] 𝑰𝒊𝒏 ↓(下向き矢印) 

 [正] 𝑰𝒊𝒏 ↑(上向き矢印) 

  

p.328, L.3 [誤] フィードバックネットワークの入力ポートは 

フィードフォワードアンプの出力 

 [正] フィードバックネットワーク𝑮(𝒔)の入力ポートは 

フィードフォワードアンプ𝑯(𝒔)の出力 

  

p.329, 図 8.28 [誤] キャプション : (b)単純 Gモデル 

 [正] キャプション : (b)単純化 Gモデル 

  

  



p.335, L.1 [誤] 𝑹𝑺𝟐 

 [正] 𝑹𝑺𝟑 

  

p.336, 図 8.46 [誤] キャプション :  

(b)簡略 Yモデル付き電源・電流フィードバック 

 [正] キャプション :  

(b)簡略 Yモデル付き,電源・電流フィードバック 

  

p.343, L.13 [誤] |𝑽𝒏,𝑹𝑫|𝑹𝑺 ∕ 𝑹𝑫| 

 [正] |𝑽𝒏,𝑹𝑫|𝑹𝑺 ∕ 𝑹𝑫 

  

p.343, 図 5.56 [誤] 図 5.56 

 [正] 図 8.56 

  

p.348, 図 8.62 [誤] M1(M3)の出力と M2のゲートにつなぐ線が 

途切れている 

 [正] M1(M3)の出力と M2のゲートにつなぐ線の 

 途切れている部分を接続する 

  

p.348, L.2 [誤] (a)の文章の最後に翻訳が抜ける 

 [正] (a)の文章の最後に、 

「対応する入力電圧𝑽𝒊𝒏の範囲を求めよ。」を加える 

  

p.349, 図 8.64(b) [誤] M2のゲートに入る線が途切れている 

 [正] M2のゲートに入る線の途切れている部分を 

接続する 

  

<第 9章>  

p.353, L.11 [誤] (𝑹𝟏 + 𝑹𝟐) (𝑹𝟐𝑨𝟏)⁄ =  (𝟏 + 𝑹𝟏 ∕ 𝑹𝟐)𝑨𝟏 

 [正] (𝑹𝟏 + 𝑹𝟐) (𝑹𝟐𝑨𝟏)⁄ =  (𝟏 + 𝑹𝟏 ∕ 𝑹𝟐) ∕ 𝑨𝟏 

  

p.357, L.10 [誤] 線形性のついては 

 [正] 線形性については 

  

p.357, L.20 [誤] 雑音を出力振幅 

 [正] 雑音と出力振幅 



<第 12章>  

p.520, L.5 [誤] 𝑺𝟏がオフした後に𝑺𝟐をオフする 

 [正] 𝑺𝟐がオフした後に𝑺𝟏をオフする 

  

<第 15章>  

p.698, L.3 [誤] 𝒇𝒐𝒖𝒕の相対精度 

 [正] 𝒇𝒐𝒖𝒕(outが下付) 

  

<第 16章>  

p.713, L.11 [誤] 三極管領域 

 [正] 5極管領域 

  

 


